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(54)【発明の名称】 体温計

(57)【要約】
【課題】  耳孔内に温度分布があっても、ピークサーチ
により確実に鼓膜近辺の温度を検出するようにする。
【解決手段】  赤外線を検出する赤外線センサ４の視野
角を絞るための狭視野生成手段５と、赤外線センサ４よ
りの電気信号を測定対象温度値に変換する変換手段７
と、測定開始のための接点を有する測定スイッチ６と、
測定開始より測定スイッチ６の接点が閉状態の期間、対
象温度の最大値を測定対象温度と決定する制御手段８を
備えた体温計。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  鼓膜、舌下あるいは体表面からの赤外線
を入力して生体の温度を非接触で測定する体温計であっ
て、赤外線を検出する赤外線センサの視野角を絞るため
の狭視野生成手段と、前記赤外線センサよりの電気信号
を測定対象温度値に変換する変換手段と、測定開始のた
めの接点を有する測定スイッチと、測定開始より前記測
定スイッチの接点が閉状態の期間、対象温度の最大値を
測定対象温度と決定する制御手段を備えた体温計。
【請求項２】  測定対象温度の最大値が更新されるたび
に報知する報知手段を備えた請求項１記載の体温計。
【請求項３】  前記報知手段は、音または光で報知する
ことを特徴とした請求項２記載の体温計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、体表面や舌下およ
び鼓膜近傍の赤外線エネルギーを検出して体温を測定す
る体温計に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】舌下や耳孔内部は、かなりの温度分布を
有している。この種の体温計で、例えば耳孔奥部を測定
する場合、赤外線センサの視野角が広いため、外耳道奥
の温度のみならず、外耳道入り口、側壁の温度も検出
し、真の体温よりも低く検出するという課題があった。
しかし、特開平６－２８５０２８号公報には、この課題
を解決する方法が記載されている。この方法は、赤外線
センサの視野を絞る絞りを設け、測定開始から一定時間
以内に検出される測定対象温度の最大値を測定温度する
ものである。測定方法として、体温計のプローブを外耳
道に挿入し、測定開始スイッチを１回押すと測定を開始
し、耳孔内をプローブで手動走査する。この時の一定時
間内の最大値を測定温度とする方法と、測定終了時に測
定開始スイッチをダブルクリックし、その期間までの最
大値を測定温度とする方法である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、特開平６－２
８５０２８号公報に記載の体温計では、次のような課題
があった。（１）外耳道にプローブを挿入し、手動走査
で最大値を検出している時に、測定が終了したと思い、
耳孔からプローブを出す。しかし、まだ一定時間にはな
っておらず、その時その近辺に高温を出す輻射体があ
り、プローブをその輻射体に向ければ、その輻射体の温
度が最大値となり、測定温度となる課題があった。
（２）測定開始スイッチを１回押せば測定を開始し、測
定開始スイッチのダブルクリックで測定を終了する方法
は、ダブルクリックの間隔がわからず、また、測定スイ
ッチの１回と２回押しということで、使い勝ってが非常
に悪いという課題があった。
【０００４】
【課題を解決するための手段】本発明は上記課題を解決
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するために、体温計のプローブを外耳道に挿入し、測定
スイッチを押している間、常に測定をし最大値を更新し
ていき、測定スイッチを離せば、測定を終了する構成と
している。
【０００５】上記発明によれば、測定スイッチを押して
いる間、測定対象温度を検出し、最大値を更新している
ので、一定時間にはまだ至っていないにもかかわらず、
測定が終了したと思い、耳孔からプローブを出しても他
の高温輻射体の温度を計測することはない。また、第３
者が幼児、老人等を測定するときでも、一定時間に手動
走査しなければならないという制限がなくなるので、使
い勝手を向上させることができる。さらに、老人、子ど
もが使用する際、測定終了を測定スイッチのダブルクリ
ックでするという方法は、ダブルクリックの時間間隔を
どれくらいにしたら良いのかという問題もあり訓練が必
要となる。このような課題も解決することができる。
【０００６】
【発明の実施の形態】本発明の体温計は、鼓膜、舌下あ
るいは体表面からの赤外線を入力して生体の温度を非接
触で測定する体温計であって、赤外線を検出する赤外線
センサの視野角を絞るための狭視野生成手段と、赤外線
センサよりの電気信号を測定対象温度値に変換する変換
手段と、測定開始のための接点を有する測定スイッチ
と、測定開始より測定スイッチの接点が閉状態の期間、
対象温度の最大値を測定対象温度と決定する制御手段を
備えたものである。
【０００７】そして、体温計を使用する人が測定スイッ
チを押している間、測定対象温度のピーク検出をしてい
るので、意識的に測定を終了することができるようにな
る。
【０００８】また、測定対象温度の最大値が更新される
たびに報知する報知手段を備えたものである。
【０００９】そして、体温計を使用している人にとっ
て、最大値を更新するたびに報知するので、報知がなく
なれば、最大値検出が終了したことになり、測定を終了
させることができ、使い勝手の良いものになる。
【００１０】さらに、報知手段は、音または光で報知す
ることを特徴としたものである。そして、被測定者が本
人であれば、音で最大値更新を確認でき、第３者が幼児
等を測定する場合は、最大値更新を光で確認することが
でき、非常に使い勝手の良いものになる。
【００１１】
【実施例】以下、本発明の実施例について図面を参照し
て説明する。
【００１２】（実施例１）図１は本発明の実施例１の耳
式体温計構成ブロック図である。図１において、１は体
温計本体、２は耳孔部３に挿入する部分でありプローブ
である。４は赤外線センサであり、５は赤外線センサ４
の視野を絞る狭視野生成手段である。本実施例では、狭
視野生成手段５として、レンズを用いている。本実施例
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では、狭視野生成手段５としてレンズを用いたが、ミラ
ーでも良く、本発明は狭視野生成手段の構成には拘束さ
れない。このような構成にすることによりプローブ２を
鼓膜近辺に向くように上手く耳孔に挿入すれば外耳道側
壁や外耳道入り口の温度を検出することなく、耳孔奥部
の温度をピンポイント的検出することができる。しか
し、プローブ挿入の向きによっては、耳孔奥部ではな
く、外耳道側壁の温度を検出するという課題が残る。６
は温度測定の開始スイッチであり、接点を有するタクト
スイッチである。７は赤外線センサ４の出力を測定対象
温度に変換する変換手段であり、８は変換手段７で演算
した測定対象温度の最大値を決定する制御手段である。
どちらもマイクロコンピュータより構成されている。本
実施例では、変換手段７と制御手段８は別の手段として
いるが、一つのマイクロコンピュータで容易に実現でき
ることは言うまでもない。９は、電池であり体温計１の
電源となる。また、１０は体温を表示する表示手段であ
る。
【００１３】次に、回路の具体的動作について述べる。
その動作フローを図２に示す。まず、Ｓ１で、測定スイ
ッチ６が押されると測定スイッチ６の接点が閉じ、Ｓ２
で、電源供給手段１１が駆動する。Ｓ３では、電源供給
手段１１が駆動により、電池電圧が変換手段７、制御手
段８に供給される。次にＳ４で、制御手段８は電源供給
手段１１から電圧を供給されれば、測定スイッチ６の接
点が開になっても電源を供給するように、電源供給手段
１１に電源供給ホールドするホールド信号１２を出力す
る。制御手段８には測定スイッチ６の接点信号１３が入
力されており、制御手段８は測定スイッチ６が閉なのか
開なのかを常にモニタしている。Ｓ５では、測定スイッ
チ６の接点が閉じると変換手段７は赤外線サンサ４の出
力を測定対象温度情報に変換していく。Ｓ６で、この情
報は制御手段８に入力されており、制御手段８は次々と
入力される測定対象温度情報から最大値の温度情報を決
定し記憶手段１４に記憶させていく。Ｓ７では、測定開
始スイッチ６の接点が開になったかどうかのチエックを
行い、開になれば、Ｓ８で、制御手段８は最大値更新を
停止し、記憶手段１４に記憶している最大値を表示手段
１０に表示する。Ｓ９では、制御手段８は、オートオフ
機能を備えており、測定開始からある一定時間何もスイ
ッチが押されない場合、電源をオフすべくホールド信号
１２を解除することにより電源供給手段１１を停止させ
る。
【００１４】次に、体温測定の具体的動作について説明
する。本実施例の体温計は、赤外線センサ４の視野を絞
っているためにピンポイント的に温度を検出する。その
ため耳孔に挿入するプローブ２の向きによって検出する
測定箇所が微妙に異なり温度バラツキが生じる。そこ
で、耳孔内で最大温度検出のためのピークサーチを行う
ようにしたものである。まず、体温計１のプローブ２を
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耳孔に挿入し、測定スイッチ６を押す。測定スイッチ６
を押し続けた状態で、耳孔内を手動でグルグルとスキャ
ンさせる。そして、耳孔内のピークサーチを終了したい
時に測定スイッチ６を離す。この時点で、制御手段８
は、表示手段１０に検出した温度の最大値を表示してい
る。
【００１５】また、本実施例の測定スイッチ５としてタ
クトスイッチを用いたが、スライドスイッチのようなも
のでもよい。スライドスイッチを用いた場合、スイッチ
をオンさせると接点がオンにラッチされ、オフさせると
接点がオフにラッチされるので、スイッチを押し続ける
という動作が不要になり、さらに使い勝手が向上する。
【００１６】以上のように本実施例によれば、測定スイ
ッチ６を押している時だけ耳孔内のピークサーチをする
ので、耳孔内のピーク温度を確実に検出することができ
る。
【００１７】（実施例２）図３は本発明の実施例２の体
温計回路ブロック図である。実施例１とほぼ同様の構成
であるが、制御手段８が最大値を更新する時に、体温計
の使用者に最大値があったことを報知するために、報知
手段１５を駆動させる点が異なる。本実施例では、報知
手段１５としてブザーを用いており、最大値が更新され
るたびに、制御手段８は報知手段１５に対してブザー音
を０．３秒間鳴動させるように作用する。
【００１８】このような構成にすることにより、体温計
の使用者は、最大値が更新されるのを確認でき、耳孔内
でブザー音が鳴らなくなれば最大値検出が終了したと判
断し、測定スイッチ６を離すことができ、確実に耳孔内
のピーク温度を検出できる。
【００１９】（実施例３）図４は本発明の実施例３の体
温計外観図である。実施例２とほぼ同様の構成である
が、制御手段８が最大値を更新する時に、音と光で報知
手段１５を駆動させる点が異なる。本実施例では、報知
手段１５としてブザーとＬＥＤを用いており、最大値が
更新されるたびに、制御手段８は報知手段１５に対して
ブザー音とＬＥＤを０．３秒間駆動させるように作用す
る。
【００２０】このような構成にすることにより、幼児や
寝たきり老人の体温を第３者が測定する時に、音の報知
だけでは、確認しにくいが、ＬＥＤを体温計１の本体外
側に備えた構成にしておけば、第３者の人でも、検出温
度の最大値更新が容易に認識できるという利点を有す
る。
【００２１】
【発明の効果】以上の説明から明かなように本発明の体
温計によれば、次の効果が得られる。
【００２２】測定温度の最大値検出の期間を測定スイッ
チの接点がオン状態の間としたので、体温計を使用する
人が測定スイッチを押している間、温度の最大値検出を
している。そのため、測定スイッチを離すだけで意識的
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に測定を終了することができ、確実にピーク検出が可能
となる。
【００２３】また、測定対象温度の最大値が更新される
たびに報知する報知手段を備えているので、最大値が更
新されれば、使用者の耳孔内でブザー音が、短時間では
あるが０．３秒程度鳴動し、更新を報知する。そのた
め、耳孔内で、報知音が聞こえなくなった場合は、更新
すべき最大値がなくなったことになるので、この時点で
測定スイッチを離し、測定を終了すればよく、より確実
にピーク検出が可能となる。
【００２４】そして、使用者が本人の場合は、最大値の
更新は耳孔内での音報知だけでも良いが、幼児や寝たき
り老人の体温を測定する場合は、第３者が測定すること
になる。この場合、光でも報知するので、第３者でも容*
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*易に最大値更新を認識できるようになり、非常に使い勝
手の良いものになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例１の体温計の構成ブロック図

【図２】同装置の動作フローチャート
【図３】本発明の実施例２の体温計の回路ブロック図

【図４】本発明の実施例３の体温計の外観図
【符号の説明】
４  赤外線センサー
５  狭視野光学生成手段
６  測定スイッチ
７  変換手段
８  制御手段貴金属類による内面処理
１５  報知手段【図１】 【図３】

【図４】
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